
日立コードレス噴霧器

取扱説明書

このたびは日立コードレス噴霧器［乾電池式］を

お買い上げいただき、ありがとうございました。

ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みになり、

正しく安全にお使いください。

お読みになった後は、いつでも見られる所に

大切に保管してご利用ください。

庭木・草花・家庭菜園の害虫駆除・
病気防止など園芸用薬剤の散布専用
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コードレス噴霧器の安全上のご注意

、 、 、 の意味について

ご使用上の注意事項は「 危険」、「 警告」、「 注意」、「注」に区分しており、
それぞれ次の意味を表します。

：誤った取扱いをしたときに、使用者が死亡または重傷を即時に負う事が想
定される内容のご注意。

：誤った取扱いをしたときに、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容のご注意。

：誤った取扱いをしたときに、使用者が傷害を負う可能性が想定される内容
および物的損害のみの発生が想定される内容のご注意。

なお、「 注意」に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性
があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載しているので、必ず守ってく
ださい。

：製品のすえ付け、操作、メンテナンスに関する重要なご注意。

注注意 警告 危険 

危険 

警告 

注

注意 

危険
可燃性の薬剤（ベンジン､ガソリン等）は絶対に使用しないでください。

● 爆発、火災の恐れがあります。

薬剤使用は、必ず薬剤の取扱説明書に従ってください。指定の濃度を守
って、規定以上の濃度では使用しないでください。

作業中は保護マスク・保護メガネ・保護衣・作業帽・不浸過性の手袋・
作業靴を着用してください。

２

１

３

● ご使用前に、この「安全上のご注意」すべてをよくお読みの上、指示に従って正しく
使用してください。

● お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してください。
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警告
薬剤を人体にかけたり､幼児や子供に触れさせたりしないでください。
また、幼児や子供が触れないように保管してください。

薬剤に被爆したとき（皮膚にかかった等）は、薬剤の取扱説明書に従い適
切な処置を行ってください。また、作業中、作業後に少しでも体調が悪
くなったときは、すぐに医師の診断を受けてください。

薬剤が人体、家畜にかからないように、近隣住宅の敷地内に飛散しない
ように、また、川、池、沼などを汚染しないように風向きや周囲の状況
を十分に確認してください。

使用する薬剤は、本機の取扱説明書に記載されている「使用できる薬剤」
を確認してください。

薬剤は、誤使用の危険がありますので、絶対に別の容器に移し替えない
でください。薬剤の空容器は、よく洗浄し薬剤メーカーの指示に従って、
正しく処分してください。

薬剤を変えるときは、必ず前の薬剤を完全に抜いてからタンクをよく洗
浄し、新しい薬剤を入れてください。

● 薬剤が混ざると、予期できない化学変化をおこす恐れがあります。

本機は屋外専用です。室内や風通しの悪い場所では使用しないでくださ
い。また可燃性の液体やガスのある所で使用しないでください。

● 薬剤の誤吸引や爆発・火災の恐れがあります。

夜間や天候不良などの視界が悪いときは使用しないでください。
また、雨中や雨上がりの湿った、または、ぬれた場所では使用しないで
ください。

● 足元が不安定になり、バランスを失い、事故の原因になります。また感電や発煙
の恐れがあります。

スイッチに指を掛けて運ばないでください。
● 誤って作動させてしまうと、思わぬけがの原因になります。

指定された用途以外に使用しないでください。また、この取扱説明書およ
び当社カタログに記載されている指定の付属品やアタッチメントを使用し
てください。

● 事故やけがの原因になります。

使用中、機体の調子が悪かったり、異常音、異常振動がしたときは、直
ちにモーターを停止し、電源を切り、お買い求めの販売店に点検・修理
を依頼してください。

● 事故やけがの原因になります。

誤って機体を落としたり、ぶつけたりしたときは、破損や亀裂、変形が
ないことをよく点検してください。

● 破損や亀裂、変形があると、けがの原因になります。
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注意
機体、特に電池部・端子部に水や薬剤をかけないでください。

● 絶縁不良・故障の原因となります。

使用後は、きれいな水をタンクに入れて噴射し、ポンプやノズルに残っ
ている薬剤を洗い流してください。

● 薬剤が残っていると固まったり、凍結して故障の原因になります。

使用後、本体は箱などに入れ直射日光や雨水をさけて、子供の手の届か
ない場所に保管してください。

空運転（液体の入っていない状態での運転）は絶対にしないでください。
● 故障の原因となります。

作業する前に、必要な点検を必ず行ってください。ホースの接続部はし
っかり締まっているか、ホースに破れや穴はないか、タンクのキャップ
はしっかり締まっているか、等の点検を忘れないでください。

● 点検を怠ると、薬剤が漏れるなど思わぬ事故につながります。

タンクに薬剤を入れたまま、本体を逆さまにしたり、倒したりしないで
ください。

● 空気穴より薬剤が漏れることがあります。
また、使用後はタンクやノズルの薬剤を完全に抜いてください。
タンクがノズルより高い位置にある場合、薬剤がノズルより出ることがあります。

ゴキブリ・ハエ・蚊等に用いる殺虫剤・防疫用薬剤、下水・便所等に用
いる消毒剤、畜産用薬剤は絶対に使用しないでください。

● 故障の原因となります。

作業終了後は、器具や着衣類を全てよく洗い、作業者も入浴するか、手、
足、顔等を石けんでよく洗い、うがいをしてください。

● 薬剤が付着したままでは、健康を害する恐れがあります。

噴霧状態が悪化した場合などに噴口を清掃する場合は、顔面に薬剤がか
かる恐れがありますので、必ず電源、スイッチレバーを切ってから、噴
口を取りはずして清掃してください。

薬剤の調合の際は、薬剤の使用上の注意をよく読み、正しく希釈してか
ら使用してください。

● 濃度が濃かったり、薬剤が完全に溶けていないと、故障の原因となります。
また、調合が適切でない薬剤は、作物を傷めるだけでなく、人体にも有害になる
恐れがあります。
安全性を損なう恐れがありますので、４０℃以上の温水、発熱性の薬剤は
使用しないでください。
飲酒時、過労ぎみ、病気や妊娠しているときは作業をしないでください。

● このようなときに作業を行うと、思わぬ事故を引き起こします。
作業するときは、必ず心身とも健康な状態で行ってください。

人に本機を貸すときは、取扱い方法をよく説明し、使用前に、この取扱
説明書をよく読むように指導してください。

● 借りた人が本機を誤った使い方をして、思わぬけがなどをすることがあります。

炎天下で長時間作業しないでください。作業は、風の強くない、朝夕の
涼しい時間を選んでください。
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使用薬剤について
この噴霧器は園芸用薬剤散布専用です。使用する薬剤については、薬剤の取扱説明書を
十分に読んでいただき、内容をよく理解した上で薬剤をお使いください。

園芸用薬剤以外の強酸性､強アルカリ性の液体、可燃性の液体、溶剤等は絶対に使用し
ないでください。

石灰硫黄合剤や水和剤を使用される場合、ポンプの寿命や性能に悪影響を及ぼしますの
で、水に十分溶かしてからご使用ください。

保管方法についても、必ず薬剤の取扱説明書に従ってください。

●使用できる薬剤

●石灰硫黄合剤 ●スミチオン乳剤 ●マシン油乳剤 ●オルトラン乳剤

●アクテリック乳剤 ●サイアノックス乳剤 ●スミナイス乳剤 ●ケルセン乳剤

●アカール乳剤 ●ポリオキシン乳剤 ●サプロール乳剤 ●オレート液剤

●ラウンドアップ ●ターンアウト液剤 ●MCPソーダ塩 ●オルトラン水和剤

●ロブラール水和剤 ●ベンレート水和剤 ●マンネブダイセンM水和剤　　

●ダイセン水和剤 ●ダコニール水和剤 ●ボルドー水和剤 ●キャプタン水和剤　

●オーソサイド水和剤

●使用できない薬剤

●可燃性の液体や溶剤（ガソリン･ベンジンなど）

●ケンセン水和剤

●DDVP

●ゴーゴーサン

●スタム

●トレファノサイド

●油性薬剤

●園芸以外の殺虫剤（ハエ・蚊用殺虫剤・シロアリ駆除剤など）

●畜産用薬剤（オルソ・ヨードなど）

●防疫殺菌用薬剤（クレゾール・ホルマリンなど）

は
じ
め
に
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各部のなまえ
噴口

ノズル
一頭口切替コック

ショルダーベルト

電源

電池ボックス

延長パイプ

ノズルパイプ

本体

スイッチレバー

ノズルグリップ

タンク

ノズルホルダー

電池ボックス
取出しレバー

ショルダーベルト通し穴

吐出ホース

吐出口

吸入ホース

ホースキャップ

タンクキャップ
（薬剤吸入口）

ストレーナー

標準付属品

スポイト…１個 延長パイプ（３７ｃｍ）…１本

ショルダーベルト…１本
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各部の取付け

バックルの向きが反対ではベルトが
固定できません。

注

ショルダーベルトの取付け

本体のベルト通し穴（２カ所）に付属のシ
ョルダ－ベルトをバックルの向きに注意
して取付けます。
ショルダーベルトは、作業しやすい長さ
に調整してください。 液漏れがないよう、しっかりと締付

けてください。
注

吐出ホースの取付け

本体の吐出口に吐出ホースをさし込み
ホースキャップをねじ込み、吐出ホース
を固定します。

ベルト通し穴（２ヵ所）

バックルの向き

吐出口

吐出ホース

ホースキャップ

吐出ホース固定

ノズルパイプの取付け

ノズルパイプをノズルグリップに取付け
ます。
接続部にはパッキン（ゴム輪）が付いてい
ることを確認してください。
液漏れがないようしっかりと締付けてく
ださい。

接続部にパッキン（ゴム輪）を紛失し
ないように注意してください。
パッキンがないと、液漏れします。

注

ベルトの通し方

はずす

ノズルグリップ
ノズルパイプ

パッキン

取付ける

パッキンパッキン

ノズルパイプノズル ノズルグリップ

はずす

取付ける

はずす

取付ける
延長パイプ

は
じ
め
に

使
い
方

【延長パイプを取付ける場合】
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薬剤の入れ方

危険
●可燃性の薬剤（ベンジン､ガソリン等）は絶対に使用しないでください。
爆発、火災の恐れがあります。

●薬剤使用は、必ず薬剤の取扱説明書に従ってください。指定の濃度を守って、規定
以上の濃度では使用しないでください。

●薬剤を調合する際は、不浸過性の手袋・作業靴を着用してください。

水
の
量

薬剤の量

５００倍に
うすめるとき

１，０００倍に
うすめるとき

２，０００倍に
うすめるとき

１L ２ｍＬ １ｍＬ ０．５ｍＬ

２L ４ｍＬ ２ｍＬ １．０ｍＬ

３L ６ｍＬ ３ｍＬ １．５ｍＬ

４L ８ｍＬ ４ｍＬ ２．０ｍＬ

５L １０ｍＬ ５ｍＬ ２．５ｍＬ

スポイトの
目盛りの単位はmLです。
（cc=g=mL）

３mL
２mL
１mL

薬剤

溶けるまで
よく混ぜる

タンクに入れる

水

注意
●薬剤は必ず調合してからタンクに入れ
てください。
タンクに直接薬剤を入れると、故障の
原因となります。

●薬剤は規定容量以上入れないでくだ
さい。
液漏れや故障の原因となります。

別の容器で、薬剤を十分溶かして（うす
めて）からタンクに入れてください。
十分に溶かされていない場合、ポンプや
タンクの寿命や性能に悪影響を及ぼしま
すので、水に十分溶かしてからご使用く
ださい。

付属のスポイトの目盛りは約１mL単位、
タンクの目盛りは約１L単位になってい
ます。

右の表を参考に薬剤を薄めてください。
また、使用後はタンク内やノズルを十分
に洗浄してください。

警告
薬剤を使用するときは、本機の取扱説
明書に記載されている「使用薬剤につ
いて」の「使用できる薬剤」を確認のう
え、使用してください。
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使
い
方

電池の入れ方

乾電池は市販の単１電池６個をご用意く
ださい。

①電池ボックス取出しレバーを押して、
電池ボックスを取出します。
②乾電池を電池ボックスに表示されてい
る向き（ ＋（プラス）、－（マイナス））
に正しく入れてください。
③電池ボックスをもとどおり｢カチッ｣と
音がするまで押込みます。

注意
乾電池を一般のごみと一緒に捨てた
り、火の中へ入れないでください。

電池ボックス

乾電池（単1電池６個）

電池ボックス取出しレバー

●使用後は必ず乾電池を抜いて保管し
てください。

●アルカリ電池とマンガン電池を混ぜ
て使用しないでください。

●乾電池を交換するときは、すべて
新しい電池と交換してください。

注

電源の入れ方

電源を入れる前に、必ずスイッチレバー
が切れている（『連続』スライドされてい
ない、『押す』側が押された状態になって
いない）ことを確認してください。
（右の｢スイッチレバーの操作方法｣参照）
電源は『入』側を押すと入り、
『切』側を押すと切れます。

警告
スイッチレバーが入ったまま、電源を
入れると、同時に薬剤が散布され、思
わぬけがや事故の原因になります。

電源

スイッチレバー
「入」

スイッチレバーの操作方法

警告
●スイッチレバーを入れる前に、ノズル
先端がどこを向いているか確認してく
ださい。

●散布後は、スイッチレバーを連続運
転のままにしないでください。

スイッチレバーの『押す』を押すとノズル
から薬剤が散布され、はなすと切れます。
『押す』を押しながら『連続』側にスライド
すると、スイッチレバーをはなしても散
布が続く連続運転になります。
連続運転を解除するときは、『停止』側に
スライドさせてはなします。

断続運転

連続運転

スイッチ
レバー
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ノズルの調整方法
拡散程度の調整方法

ノズル先端を回すことで、拡散程度を調
整できます。用途に応じて、調整してく
ださい。

広範囲に
散布するとき

遠くへ
飛ばすとき

ゆるめる

しめる

注意
●液漏れの原因となりますので、コッ
クを締めきった状態から１回転以上
ゆるめないでください。

●散布する前に、薬剤が作業者や他人に
掛からないように、噴口の向きを確認
してください。

●ノズルホルダーにノズルを立てる際、
誤ってスイッチレバーに触れ誤作動
しないようご注意ください。

上図の範囲で散布すると、噴口がは
ずれたり、作業者が薬剤をあびてし
まうことがあります。

注一頭口への切替え方法

ノズルは二頭口ですので、２方向への散
布が可能となっています。

二頭口と一頭口の切替えは、ノズルのコ
ックを回して行います。

一頭口にすると、二頭口の場合より、強
く、遠くに散布できます。

止まる
一頭口

二頭口

散布 コック

この範囲にすると
ノズルがはずれます

凸部

噴口は、ゆるめ過ぎるとはずれます。注

２つのノズルの向きを変えて、広範囲に
効率よく散布できます。

コック付側のノズルを回転させ、凸部が
下図の範囲にすると、ノズルがはずせま
す。
噴口に異物が詰まったり、洗浄するとき
は、ノズルをはずして確認してください。
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ストレーナー
（取りはずす）

少量の水

ホースの穴

ポリスイッチについて
本製品には､モーターが高温になると自動的に電流を遮断してモーターを停止させる
「ポリスイッチ」が内蔵されています。

ポリスイッチは電流と温度に反応してモーターを停止させますので､モーター負荷が大
きくなる原因（ノズル、ストレーナー、パイプのごみ詰まり、ポンプの固着、電源を入
れスイッチレバーを入れない噴霧待機の状態での放置等）があったり、使用環境温度が
高いと効き易くなりますので、原因を取除き作業をしてください。

気温が高い日に、一頭口噴霧での連続作業でもポリスイッチが働くことがあります。

ポリスイッチが働いた場合は、いったん電源を「切」にして、1分程度待ってから、電源
を入れなおすと、モーターが起動します。

頻繁にポリスイッチが働く場合は、ご使用を中断して、お買い求めの販売店に点検・修
理をご依頼ください。

呼び水について
長期間保管した場合、ポンプ内が乾燥し
て液を吸い上げないことがあります。

万一そのようなときは、本体を逆さまに
してストレーナーを取りはずし、ホース
の穴（矢印）へ少量の水を入れ、逆さまの
ままスイッチを入れます。

その後、ストレーナーを付け、本体とタ
ンクをセットして、通常使用してくださ
い。（噴射するまで繰り返してください。）

ゴムパッキン
ギヤ

ポンプの固着解除
使用後､ポンプ内に薬剤が残っていると、
薬剤が固まりポンプが固着し故障の原因
となります。

万が一ポンプが薬剤で固着した場合は､下
記の方法により固着を解除することがで
きる場合があります。

固着の状態によっては、無理にギヤ
を回すと故障の原因となります。無
理に回さないでください。

注

電源が「切」になっていることを確認し、
本体の裏側にあるゴムパッキンをめくり、
指でギヤを矢印のように回して動かして
ください。

スムーズにギヤが回るようになりました
ら、ゴムパッキンをもとに戻して動作を
確認してください。

使
い
方
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薬剤を散布する 庭木・草花・家庭菜園の害虫駆除・
病気防止など園芸用薬剤の散布

風向きに注意して散布する

危険
作業中は、保護マスク･保護メガネ･
保護衣・作業帽・不浸過性の手袋・
作業靴を着用してください。

警告
●薬剤が人体、家畜にかからないように、
近隣住宅の敷地内に飛散しないよう
に、また、川、池、沼などを汚染しな
いように風向き・周囲の状況を十分に
確認のうえ、使用してください。

●薬剤に被爆したとき（皮膚にかかった
等）は、薬剤の取扱説明書に従い適切
な処置を行ってください。

注意
次の場合、特に散布に注意が必要です。
●畑や家庭菜園同士の距離が近いとき
●隣の食物作物の収穫が近づいてきた
とき

●飛散が起こりやすい散布方法・条件の
とき

知っておいてください・・・『ポジティブリスト制度』
ポジティブリスト制度とは食品衛生法に基づく残留基準値が設定されていない農薬等が
一定量以上含まれる食品の販売等を原則として禁止する制度です。
一定量とは「人の健康を損なう恐れのない量として厚生労働大臣が定める量」として、
原則０．０１ｐｐｍとなっています。
この定められた基準を超えて薬剤が残留する食品は、出荷停止・販売禁止・回収等の対
応を求められるようになりました。
薬剤の適正使用はもちろんのこと、散布する薬剤が周りの畑や菜園に飛散しないよう、
細心の注意が必要であるとともに、地域一体となった取組みが大切です。

作物以外に薬剤が飛散しないように散布する

薬剤飛散の最大要因は風です。風のない
日や風の弱いときに散布してください。
散布中は、常に風の状況を把握して注意
することが必要です。

適正な散布量

必要最小限の量と区域で散布を行い、無
駄な散布をしないように心掛けます。
散布量が多くなると飛散する割合も大き
くなります。
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方向や位置に注意する

出来るだけ作物の近くから作物だけに散
布するよう心がけます。
特に畑や菜園の端部では外側から内側に
向けて散布する等、特に注意が必要です。

タンクやノズルの十分な洗浄

使用した薬剤がタンクやノズルに残って
いると、次の散布時に作物に薬害が生じ
たり、収穫物に薬剤が残留してしまう等、
思わぬ事態に繋がる恐れがあります。

十分な洗浄

地域一体となった取組みが大切です

周囲の作物にも効果のある薬剤を使用

より多くの作物に適用があり、収穫近く
まで使えるような薬剤を選定することで、
飛散した場合のリスクを
低減することが出来ます。

薬剤の使用方法を守る

使用前には薬剤の使用方法を確認し、
散布出来る作物や使用量、濃度、使用時期、
総使用回数を必ず守ってください。
また、畑や家庭菜
園に使用した薬剤
や作業内容を必ず
記録しておいてく
ださい。

薬剤の飛散防止

周りの畑や家庭菜園で収穫直前の作物が
ある場合は、散布日や収穫日を変更する
等の調整をしてください。
また、境界区域では薬剤散布を控え、周
りの作物をネットやシートなどで遮断し
たり一時的に覆ってください。

薬剤散布をすることを散布する畑や菜園周辺の方々に伝え、
日ごろからコミュニケーションをとるなど、

地域の人々との連絡を密にすることを心がけてください。

使
い
方
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作業を終えたら

注意
●余った薬剤及び機体を洗浄した排水
は、薬剤の取扱説明書に従い処理して
ください。河川、水源地、下水等に流
入しないようにしてください。

●余った薬剤をタンクに入れたまま、長
時間放置しないでください。
各部品が傷み、製品寿命が短くなり
ます。

●タンクに薬剤を入れたまま、本体を逆
さまにしたり、倒したりしないでくだ
さい。
空気穴より薬剤が漏れることがありま
す。

●使用後はタンクやノズルの薬剤を完全
に抜いてください。
タンクがノズルより高い位置にある場
合、薬剤がノズルより出ることがあり
ます。

●噴口からポンプ内部に残った薬剤を完
全に洗い出してください。
噴口やポンプ内の薬剤が固着し、故障
の原因となります。

●本体に液体をかけないでください。
絶縁不良・故障の原因となります。

●冬季はポンプ内に残った水が凍結し破
損する恐れがあるので、洗浄後は水が
なくなるまで運転し、完全に水を抜い
てください。

●石灰硫黄合剤・水和剤はしっかりとポ
ンプ・ノズル内を水洗いしてください。
固着・ノズル詰まりの原因となります。

作業を終えたら、次の手順でタンク内部
やノズル内に薬剤が残らないように洗浄
してください。
残った薬剤や機体を洗浄した廃液は、「薬
剤の取扱説明書」に従い、処理してくだ
さい。

1 電源を切り、残った薬剤を
他の容器に移し替える

残った薬剤は「薬剤の取扱説明書」に
従い、処理してください。

2 タンクを洗浄する

タンクにきれいな水を入れて、洗浄し
ます。
洗浄した排水は「薬剤の取扱説明書」
に従い、処理してください。
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3 ポンプとノズルを洗浄する

もう1度、タンクにきれいな水を入れ
ます。
次に、電源を入れて噴射させ、噴口か
らポンプやノズル内部に残った薬剤を
完全に洗い流します。
このとき、排水が周囲に飛び散らない
ように、広口のビンなどに、噴口をさ
し込んで噴射してください。

4 部品を洗浄する

タンクやノズル接合部部品、噴口先端
部など、薬剤が付着している部分を取
りはずして、きれいな水で洗浄してく
ださい。
（「タンクの取りはずし方・
取付け方」参照）

5 水分が残らないように
乾燥させる

直射日光の当たらない、風通しの良い
場所で充分に乾燥させてください。

冬期は機体内部、ホース内の水が凍
結する場合もありますので、十分に
水気を取った後、室内で保管してく
ださい。

注ゴムパッキンなど細かな部品もあり
ますので、なくさないように注意し
てください。

注

タンクのはずし方／取付け方

タンクが回らないにように押さえながら、
本体（上部）を回します。
タンク上部にある位置合せ線まで、本体
を回してから上方に持ち上げ、本体をタ
ンクからはずします。
取付けは、タンクの位置合せ線に本体を
合せてから本体を回します。

注意
本体を持ったまま左右に振らないでく
ださい。
不意にタンクがはずれると、思いがけ
ない事故やけがの原因になります。

回してはずす

タンクの位置合せ線

合わせて
から回す

使
い
方
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点検とお手入れ

警告
●点検・お手入れの際は、不浸過性の手袋・作業靴を着用してください。
●点検・お手入れの際は、必ず電源を切ってください。
●ぬれた手で作業をしないでください。
感電やけがの原因になります。

●機体、各種ホースの点検

破損、亀裂、変形や液漏れ跡がないこと
をよく点検してください。

●取付けねじの点検

本体のねじがゆるんでいないか、点検し
てください。ゆるんでいたら、締め直し
てください。

●噴口の清掃

つまようじなどで穴の詰まりを取除いて
ください。

穴

噴口部の穴

穴 穴

穴

Oリング
Oリング

Oリング

しまる

ゆるめる

●ストレーナーの点検

ストレーナーの編目部分の詰まりを取除
いてください。

網目部分

ストレーナー

注意
噴霧状態が悪化した場合など噴口部を
清掃する場合は、顔面に薬剤がかかる
恐れがありますので、必ず電源を切っ
て、噴口部を取りはずして清掃してく
ださい。

●本体はきれいに

機体が汚れたときは、石けん水に浸した
布をよく絞ってからふいてください。
ガソリン、シンナー、ベンジン、灯油類は
プラスチックを溶かす作用があるので使
用しないでください。

Oリングをなくさないように注意し
てください。
Oリングがないと、液漏れします。

注
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●作業後の保管

使用しない機体や付属品の保管場所として、下記のような場所は避け、乾いた布で水気
を拭き取って乾燥させ、本体を箱などに入れ、安全で乾燥した場所に保管してください。

注 保管場所について

●お子様の手が届いたり、簡単に持ち出せる場所には保管しない。
●軒先など雨がかかったり、湿気のある場所には保管しない。
●温度が急変する場所、直射日光の当たる場所には保管しない。
●引火や爆発の恐れがある揮発性物質の置いてある場所には保管しない。

警告
●前の薬剤が本機内に残っていると、薬
害を起こす危険性があります。

●タンク内に薬剤を入れたまま保管しな
いでください。
本機の故障の原因となるばかりでな
く、思わぬ事故の原因になります。

注意
●使用後は十分洗浄し、屋内の直射日光
が当たらず風通しの良い、子供の手の
届かない場所に保管してください。

●乾電池の使用方法に従い、使用後は必
ずスイッチを切ってください。
また、定期的に動作、液漏れの点検を
してください。
使用後は、乾電池を取出して保管して
ください。
乾電池を入れたままにしておくと、電
池の液が漏れて、発熱破裂の原因にな
ります。

そ
の
他
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仕　様

形 名 FAA９D（３Ｌ） FAA９D（５Ｌ）

タ ン ク 容 量 ３Ｌ ５Ｌ

噴 霧 能 力
（７．２Ｖ時）

一頭口 ４５０mＬ／ｍin

二頭口 ６８０mＬ／ｍin

電 池 寿 命 目 安
一頭口 アルカリ乾電池使用時： ８０Ｌ
二頭口 アルカリ乾電池使用時：１８０Ｌ

全 長 × 全 高 × 全 幅 ３８０mm×２８３mm×１６４mm ３８０mm×３３３mm×１６７mm
質 量 ２．２kg（乾電池装着時） ２．４kg（乾電池装着時）
標 準 付 属 品 スポイト、ショルダーベルト、延長パイプ（３７ｃｍ）
乾 電 池 単一乾電池　６本（別売り）

故障かな…というときは
次の内容を点検してください。それでもなおらない場合はお買い求めになった販売店
または日立工機（株）の相談と修理の窓口にお問い合せください。

症　　状 考えられる原因 処　　置
スイッチを入れても
作動音がしない

電池が消耗している 新しい電池と交換する

電池の入れ間違い 電池を正しく入れ直す

ポンプが固着している 「ポンプの固着解除」に従い
処置する

ポリスイッチが作動している 「ポリスイッチについて」に従い処置する。

スイッチを入れると
作動音はするが
噴霧できない
（霧の出が悪い/弱い）

電池が消耗している 新しい電池と交換する

ホースが折れている まっすぐに直す

噴口が詰まっている 「噴口の清掃」に従い処理する。

ストレーナーが詰まっている
「ストレーナーの点検」に従い
処置する

タンク内の液量不足 液を追加する

ポンプ内が乾燥している 「呼び水について」に従い処置する

ノズル本体より
液漏れ

ノズル部品の締付けが
ゆるんでいる

「各部の取付け」「ノズルの調整方
法」「噴口の清掃」を参照し
処置する
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アフターサービスについて
安全に能率よくご使用いただくために、定期的に点検に出されることをおすすめします。
正常に作動しないときは、ご自分で修理をなさらず、お買い求めの販売店または日立
工機（株）の相談と修理の窓口にご依頼ください。
また、アフターサービスについてご不明の場合、その他お困りの場合は、お買い求め
の販売店または日立工機（株）の相談と修理の窓口にお問い合わせください。

相談と修理の窓口一覧表
（家庭電気製品の表示に関する公正競争規約による表示）

本製品についてのご相談や修理は、お買い求めの販売店へどうぞ。

この商品についてのご相談や修理は、お買い求めの販売店が承るようにしております。転居さ
れたり、贈物でいただいた場合などでお困りの場合は、お近くの相談と修理の窓口にご相談く
ださい。なお、相談と修理の窓口の所在地、電話番号など、変わる場合もありますので、その
節は「電動工具お客様相談センター」をご利用ください。新しい所在地、電話番号をご案内い
たします。

「電動工具お客様相談センター」 ０１２０－２０８８２２（フリーダイヤル・無料）
※携帯電話からはご利用になれません。 （土・日・祝日を除く 午前９：００～ 午後５：００）
電動工具ホームページ――http://www.hitachi-koki.co.jp/powertools/

お住まいの地域 窓口の所在地 支店（部）名 電話番号

全　国 港　　区 営業本部 （０３）５７８３－０６２６

北海道 札 幌 市 北 海 道 （０１１）８９６－１７４０

青森、岩手、宮城、秋田、
山形、福島

仙 台 市 東　　北 （０２２）２８８－８６７６

茨城、栃木、群馬、埼玉、東京、
千葉、神奈川、山梨、新潟、
長野、静岡県富士川以東

港　　区 関　　東 （０３）５７８３－０６０８

岐阜、愛知、三重、
静岡県富士川以西

名古屋市 中　　部 （０５２）５３３－０２３１

富山、石川、福井 金 沢 市 北　　陸 （０７６）２６３－４３１１

滋賀、京都、大阪、兵庫、
奈良、和歌山

西 宮 市 関　　西 （０７９８）３７－２６６５

鳥取、島根、広島、岡山、山口 広 島 市 中　　国 （０８２）５０４－８２８２

徳島、香川、愛媛、高知 高 松 市 四　　国 （０８７）８６３－６７６１

福岡、佐賀、長崎、熊本、
大分、宮崎、鹿児島、沖縄

福 岡 市 九　　州 （０９２）６２１－５７７２

そ
の
他
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部品コード　C99194701 O

ー

日立コードレス噴霧器保証書

※印欄に記入のない場合は無効となりますので必ずご確認ください。

保証期間内に取扱説明書などの注意書きにしたがった正常なご使用状態で故障した
場合には、本書記載内容にもとづき無料修理いたします。お買い上げの日から上記
の期間内に故障した場合は、商品と本書をお持ちいただき、お買い上げの販売店に
修理をご依頼ください。

１．保証期間内でも次のような場合には、有料修理となります。
（イ）使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。
（ロ）お買い上げ後の衝撃、落下あるいは移動、輸送などによる故障または損傷。
（ハ）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧による故障

または損傷。
（ニ）保管の不備およびお手入れの不備による故障または損傷。
（ホ）本書の提示がない場合。
（ヘ）本書に形名、お買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合

あるいは字句を書き換えられた場合。
（ト）一般使用以外（例えば業務用など）に使用された場合の故障および損傷。
（チ）付属品、別売部品や消耗品類の場合。
２．本製品の故障などに伴なう二次的損害に対する保証はいたしません。
３．本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保存してください。
４．ご転居、ご贈答品等で本書に記入してあるお買い上げの販売店に修理がご依頼

になれない場合には、取扱説明書記載の営業本部または、支店にお問い合わせ
ください。

●この保障書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。
したがってこの保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、
保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買い上げの販売店または日立工機（株）
の相談と修理の窓口にお問い合わせください。

●本書は日本国内においてのみ有効です。
(This warranty is only Japan)

〒１０８-６０２０ 東京都港区港南２-１５-１（品川インターシティＡ棟）
電話（０３）５７８３-０６２６（代）

形 　 　 名
FAA９D（３Ｌ)  
FAA９D（５Ｌ) 

保証期間 本 体 ： １ 年
（付属品は除く）

※お買い上げ日 平 成 　 　 年 　 　 月 　 　 日 製造番号

お 名 前

ご 住 所 〒

住 　 所

店 　 名

〒
電話（ ）

お
客
様

※

販
売
店

※

11-02 050036101


